


新年の公益社団法人栃木法人会

会　長 山 中 史 朗

　新年あけましておめでとうございます。

　栃木法人会会員の皆様には今年も更なるご健勝

とご繁栄を心から祈念申し上げます。

　社会の経済状況はコロナ禍から脱却して以前の

ような活動になってきましたが、この４年間の影

響はこれからの経済状況に大きな影を落としてい

ます。そんな中ですが、各委員会活動・女性部会

活動・青年部会活動に積極的な参加をいただき心

から感謝を申し上げます。

　特に女性部会の絵はがきコンクールや青年部会の

租税教室は国税当局からも大きな評価をいただき、

子供たちの税に関する知識を高める機会として、社

会の対する功績は大変大きいものがあります。

　さて10月からインボイス制度が始まりました。

税務当局や法人会のセミナーで多くの周知活動を

行ってきましたが、完全に社会経済に溶け込むに

はまだ時間が要するものと感じられます。法人会

としても出来るだけ取りこぼしのないように活動

を進めていきたいと思いますので、我々中小企業

も世界のＩＴ化・ＤＸ化に遅れないような改革を

進めていきましょう。これらの改革に必要なセミ

ナー・講演などがあれば事務局へ申し出ていただ

きたくお願いいたします。

　ロシアのウクライナ侵攻やイスラエルとパレス

チナ紛争で世界中が混とんとする中、日本への影

響は計り知れません。当然栃木法人会会員企業に

も大きな影響があると思われますが、こんな時こ

そ栃木法人会3,500社の組織力を活用して情報交

換や仲間づくりをして社業の発展に役立てていた

だければ幸いです。

　結びに本年も栃木法人会活動に一層のご支援ご

協力を賜り、会員各位にとって有意義な法人会に

なりますよう努力してまいりますのでよろしくお

願い申し上げまして、新年の挨拶といたします。

紙幣が刷新される年、新しい
時代の到来！！

世界の経済が不安定な中、地
域経済を支える法人会であり
たい

新年あけまして
おめでとうございます

富や財運、幸福に恵まれる辰
年。各業界の更なる発展を願
います。

世界経済と日本経済の変化を
確認し、事業の発展に推進し
た一年へ

戦争に関係しない平和な日本
でありますように。皆さん健
康第一！

伏木昌人副会長（栃木地区会長）

小林勝夫副会長（藤岡地区会長） 山本郁夫副会長（石橋地区会長）

植原和信副会長（大平地区会長） 小林一則副会長（下野地区会長）
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栃木税務署長

堀　口　有紀子ご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。

　公益社団法人栃木法人会の皆様方におかれまし

ては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し

上げます。

　皆様方には、税務行政に対しまして、深いご理

解と格別のご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

　昨年を振り返りますと、令和５年10月１日から

インボイス制度が開始されました。

　インボイス制度は、複数税率の下での適正な申

告・納税のために必要不可欠な制度です。

　私どもといたしましては、インボイス制度の円滑

な定着に向けて、引き続き、登録するか否かを検討

している事業者に対する寄り添った対応に努めると

ともに、初めて消費税の申告を行う事業者が安心し

て申告を行うことができるよう事業者の立場に立っ

た柔軟かつ丁寧な対応に努めてまいります。

　また、令和５年分の確定申告におきましても、

マイナンバーカードを利用した自宅e-Tax申告を

積極的に勧奨するとともに、確定申告会場におき

ましては、翌年の自宅e-Tax申告に円滑に移行し

ていただけるよう、スマートフォンを利用した申

告を基本として対応してまいります。

　皆様方におかれましては、税務行政の円滑な運

営に、引き続きご支援とご協力をいただきますよ

うお願いいたします。

　結びに、新しい年が皆様方にとりまして幸多き

年となりますよう心から祈念いたしまして、新年

のご挨拶とさせていただきます。

変化の多い時代ですが皆んな
が平穏に過ごせる一年を望み
ます。

限りある時間。
こころ豊かに栄養補給「決断
と行動」

インボイス制度開始
活発な法人会活動で
経済の発展を

全世界から紛争が消え平和に
暮らせる年でありますよう
に。

活気ある地域社会、力強い地
域経済の発展を目指して！

法人会の存在意義を見直し地
域経済の発展に寄与しましょ
う。

髙田　弘副会長（壬生地区会長） 小林雄一副会長（岩舟地区会長）

山中敏正副会長（野木地区会長） 野原正衛副会長（都賀地区会長）

飯沼邦章副会長（西方地区会長） 横田　学副会長（小山地区副会長）
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令和５年度　納税表彰式挙行令和５年度　納税表彰式挙行

　11月14日(火)栃木商工会議所会館において、栃木税務署・栃木県栃木県税事務所並びに栃木税務署納税
推進協議会の共催による、令和５年度納税表彰式が挙行された。
　第一部の納税表彰では、栃木税務署長表彰をはじめ、納税推進協議会を構成する税務９団体による会長
表彰が行われた。第二部では、租税教育関係表彰として、中学生・高校生の作文表彰等が行われた。
　当法人会関係者で栄えある表彰を受けられた方は次の皆様です。（敬称略・順不同）

法人会長表彰　６名を表彰

関東信越国税局長表彰・栃木税務署長表彰関東信越国税局長表彰（10月31日　於　さいたま市）

関東信越国税局長感謝状・栃木税務署長感謝状 公益社団法人　栃木法人会長表彰

関東信越国税局長表彰
　副 会 長　　野　原　正　衛

栃木税務署長表彰
　副 会 長　　山　本　郁　夫

関東信越国税局長感謝状
　公益社団法人　栃木法人会　青年部会

公益社団法人栃木法人会長表彰
　副　会　長　　　　　　　　山　本　郁　夫

　理　　　事　　　　　　　　小　池　雅　弘

　小山地区会地区理事　　尾　崎　弘　明

　大平地区会地区理事　　田　村　誠　志

　下野地区会女性部副部長　　須　藤　正　代

　岩舟地区会女性部副部長　　鍋　山　あ　さ
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　11月9～10日に開催された「第37回全国青年の
集い山形大会」へ栃木法人会青年部会員６名に
て参加させていただきました。「為せば成る！～感謝
と恩返しの想いを胸に～」をスローガンに掲げたこ
の大会には全国の青年部会員約1,800名が一堂に
会しました。
　各単位会で開催しており、青年部会活動の柱と
なっている子供たちへの租税教育については、地
域の特色を活かした様 な々先進的な取組があること
を改めて学びました。部会長ウエルカムパーティーで
は、全国の部会長と意見交換を行い、大変有意義
な時間を過ごす事ができました。翌日の部会長サミッ
トでは①青年部会の会員拡大について　②租税
教育活動の効果について　の２つがテーマとして
掲げられ、各単会が発信力強化のためにどのように
取り組んでいるかを共有し、青年部会の更なる活性
化への参考になりました。また、地域の６年生への租

税教育活動が、その後どのような効果を生んでいる
かの検証について議論を交わし、次世代を担う子供
たちが少しでも豊かになれるような租税教育の在り
方を改めて考える大変貴重な機会となりました。
　全国の仲間と共有した想いと、各地部会長との
意見交換、学んだ先進事例を我々の地元での活動
に積極的に活かし、青年部会の３本柱である「租税
教育活動・部会員増強・財政健全化のための健康
経営」をより一層推進して参ります。
　　　  栃木法人会　青年部会長　福本　佳之

青年部会 第37回全国青年の集い(山形大会)

第39回法人会全国大会　群馬大会に参加して第39回法人会全国大会　群馬大会に参加して第39回法人会全国大会　群馬大会に参加して第39回法人会全国大会　群馬大会に参加して第39回法人会全国大会　群馬大会に参加して
　本年度の法人会全国大会は 10 月 18 日に群馬県高崎市で開催されました。
　栃木法人会からは山中会長と植原、横田副会長の３名で参加させていただきました。私は小山から
両毛線の電車を利用して高崎まで行くつもりでおりましたが事務局からは新幹線での切符を頂きあり
がたく利用させていただきました。
　新幹線利用だと高崎まで 44 分で到着しますが両毛線だと 120 分もかかりますので大宮ルートで遠
回りにも拘わらず短時間で移動できる新幹線ならではの利便性に改めて感心させられました。大会会
場は高崎芸術劇場でした。駅から徒歩７分の立地条件に恵まれた新しいモダンな施設は 2000 人から
のキャパシティを要する大劇場は素晴らしいものでした。ウエルカムコンサートはクラシックな管弦
楽器による演奏で有名なロックバンドを輩出する音楽県群馬ならではのものでした。また、講演会
はアップル本社で副社長を務めた群馬県出身の実業家、福田尚久氏によるお話はアップル創業者ス
ティーブ・ジョブズ氏の経営哲学やエピソード披露さ
れ大変貴重で為になる話でした。式典は群馬県法人会
連合会長の斎藤一雄氏の挨拶で始まり全法連会長の小
林栄三氏、来賓挨拶と続きました。印象的だったのは
来年の全国大会開催地、鹿児島からの租税教育でカー
ドを利用した子供達にたいするプログラムは参考にな
りました。全国大会に参加するにあたり関係者の皆様
に心より感謝致します。

栃木法人会　副会長　横田　学
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　去る 11 月 19 日、日光にて視察研修会を実
施しました。日光東照宮及び輪王寺では、神
職による丁寧な解説を受けながら境内を見学
し特別な祈禱を受けました。昼食では日光の
名物ゆば料理の他、秋の味覚をたっぷりと味
わいました。晴れ渡る秋空のなか迎えた視察
研修会は、会員相互の親睦を深める良い機会
になりました。

　11 月 17 日、女性部によるエコキャップ回
収事業を実施し、異物等を取り除く分別作業
を行いました。今年も多くの会員の皆様から
回収のご協力をいただくことができました。
　12 月 11 日、「ＣｈａｔＧＰＴ活用セミ
ナー」を開催いたしました。セミナーでは、
簡単な使い方や使用する際の注意点、事例紹
介について講演されました。参加者の皆様に
は、このセミナーを機に、事業効率化を目指
し有効的に活用していただきたいと思います。

　６月 29 日、公認会計士の川口宏之氏を招
き「インボイス制度実務対応のポイント」を
テーマにセミナーを開催。また、７月 19 日
にも税理士の大岡百合子氏を招き「小さな会
社のためのインボイス制度と電子帳簿保存法
のポイント」をテーマとしたセミナーを開催
しました。いずれの回も登録済み事業者を対
象とし、10 月からいよいよ始まる新制度に
向け、最新情報の提供と最終準備・確認を行っ
ていただけるよう企画し、多くの方に受講い
ただきました。

インボイス・電帳法
セミナーを開催

エコキャップ回収事業・
Chat GTP活用セミナー開催

視察研修会開催
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　４年ぶりに開催された８月のサマーフェス
タ in いわふねにおいて、女性部によるエコ
キャップ回収とゴミ分別のボランティア活動
を行いました。また翌朝には、会員 20 名に
よる会場の清掃活動を実施しました。
　エコキャップ回収事業では、90ℓポリ袋７
袋分を納品しました。
　12 月には埼玉県の首都圏外郭放水路や川
越市内などを見学する日帰り視察研修を実施
しました。

　去る、11 月 16 日に、コロナ禍でしばらく
自粛していた地域貢献活動である、国分寺運
動公園周辺の清掃活動を実施いたしました。
　この日は、過ごしやすい気温の秋空の下、
多くの会員の皆様に、ご参加いただき、ゴミ
袋・手袋を両手に約１時間、空き缶やペット
ボトル、吸い殻等を慣れた手つきで拾い、た
くさんのゴミを集めました。
　参加された会員の皆様は、すがすがしい気
持ちで、綺麗になった公園を後にしました。

　10 月 25 日（水）壬生町商工会にて「エゴ
グラムでわかる性格診断」と題して樋口　智
香子氏によるセミナーを開催いたしました。
主に会話をする機会が多く、参加者一同が目
的としていたコミュニケーションの知識、そ
してエゴグラムについて学べた。今回学んだ
ことを生かし、仕事に役立てていきたい。ま
た、11 月３日（金）壬生町総合産業まつり
にて税に関する小冊子やメモ帳等の配布を行
いました。そして租税教室で使用している 1
億円のレプリカで恒例の写真撮影は子供から
大人まで楽しめました。今回の活動で法人会
に少しでも興味をお持ち頂けたら幸いです。

地域貢献活動の開催

セミナー開催・産業ま
つりにて小冊子配布

セミナー・講演会を
開催
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　今年度は４年ぶりとなる「にしかた子ども
夏まつり」と 12 月３日に開催された「ど田
舎にしかた祭
り」において、
役員による
「法人会のご
案内」などを
配布して、啓
発活動を行い
ました。

　去る９月13日（水）に岩舟文化会館「コスモスホ
ール」にて、大平・岩舟・藤岡の３地区会で、今年
初めて合同で講演会を開催しました。

　例年各地区会で単独で
の講演会を行っていたとこ
ろですが、３地区会の地区
会長からの声掛けで、合同
講演会を開催することにな
り多くの会員や一般の方に
参加頂きました。
　今回は、「ロシア・ウクライ
ナ戦争と日本」をテーマに、
ロシア・ウクライナ情勢に詳
しい軍事アナリストの小泉

悠先生をお招きし、講演会を開催しました。
　参加された方からは、現在のロシア侵攻の解説
や歴史的流れが分かりやすかった等の意見が寄
せられ、大変有意義な講演会となりました。

　野木地区会では、11 月に租税教育用下敷
きを町内全小学校児童に、町産業祭では一般
町民に配布しました。　　
　12 月には法人会員に小冊子「思っている
ことを伝える技術」を配布しました。
　なお、経営セミナーを１月下旬に開催を予
定しています。
　

　都賀地区会では 11 月 22 日に都賀町商工会
館駐車場において、女性部員の皆様と「エコ
キャップ回収運動」を行いました。各所から
回収した大量のエコキャップを洗浄し本会へ
納入しました。当日はお天気にも恵まれ、和
気藹々と活動することができました。ご協力
いただいた皆様ありがとうございました。

地域イベントにて小
冊子配布

租税教育用下敷き及
び小冊子の配布
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＜経営セミナー＞
　９月20日、小山市内の会
場において、ノーコード推
進協会代表理事の中山五
輪男氏による「ノーコードと
ＣｈａｔＧＰＴが中堅中小企業のＤＸを救う」と題
した経営セミナーを開催しました。
　現在話題のＣｈａｔＧＰＴについて、国内外の
状況や取り組みを分かりやすくご講義いただきま
した。興味はあるけれど、なかなか実践に移せ
ない分野でしたが、身近に感じられ、参加された
方 も々熱心に耳を傾けていました。

【税務研修会】
　10月３日に小山市内の会場において、税理士の
塩野貴之氏による「電子帳簿保存法対応セミナー」
を開催しました。新聞やテレビ、ネットなどで耳にす

ることが多くなった事案
ですが、詳細や対応方
法などを学ぶことができ
ました。
　栃木市内の会場にお

いて、同10日に税理士の
小野恵先生による「知ら
ないと損する事業承継
と相続の知恵」をテーマ
にセミナーを開催しまし
た。事業承継にすべきことや相続税、贈与税の基
礎知識を分かりやすくご講義いただきました。
　同26日に税理士の小城麻友子氏による「インボ
イス制度実務対応のポイント」のセミナーを開催し
ました。10月からスタートしたインボイス制度。改め
て、具体的な事務対応や注意すべき点などご講義
いただきました。講義の後には、質問の列ができ、
皆さんの関心度の高さが感じられました。

　12月13日、栃木市内の会場において女性部会
セミナーを開催しました。第１部は栃木税務署
堀口署長による「酒類産業行政について」と題
した税務研修会。伝統的酒造りの文化財登録や
ユネスコ無形文化遺産登録に向けた取組など、
わかりやすく丁寧なご講義が好評でした。

　第２部は、整理収納アドバイザーの藤岡聖子
氏による「幸せになる片づけセミナー～モノ
とこころと時間の整理術～」と題した講演会。
体験談や経験・実例なども交えた充実した内容
で、今後の生活に役立つ情報をたくさん教えて
いただきました。

女性部会 女性部会セミナーを開催
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法人会からの提言

少子高齢化　　1000兆円超

私たちは財政健全化を求めます！
　地域経済や雇用の担い手である中小企業には、コロナ禍で体力を奪われ経営に苦しんでいるところも少なく
ありません。事業承継や消費税のインボイス制度などへの対応も合わせ、税財政上のきめ細かい支援が必要で
す。また、日本の国債残高は1,000兆円を超えていますが、コロナ対策財源として発行された約100兆円の国債
をどう返済するかは重要な課題です。さらに少子化対策や防衛力の抜本強化が打ち出されていますが、その財
源論は置き去りになっています。我が国は先進国最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少すると
いう深刻な社会構造問題を抱えています。負担をあやふやにし、歳出だけを先行実施するような財政運営では
国の未来は開けないと考えます。今回、この提言に基づき、各地区会を通じて、それぞれの自治体等に対して
提言活動を実施いたしました。

令和６年度税制改正に関する提言（概要）
Ⅰ 税・財政改革のあり方 Ⅱ 経済活性化と中小企業対策
　１．財政健全化に向けて １．中小企業の活性化に資する税制措置
　２．社会保障制度に対する基本的考え方　　　２．事業承継税制の拡充
　３．行政改革の徹底 ３．消費税関係

提言書の全文は、（公財）全国法人会総連合HPをご覧ください。
令和６年度税制改正に関する提言　　http://www.zenkokuhojinkai.or.jp

左から　山本副会長　小林副会長　坂村下野市長

左から 齊藤常任理事、山中会長、浅野小山市長、横田副会長 左から 萩原理事、真瀬野木町長、山中副会長、岡部常任理事

左から　小林副会長、伏木副会長、増山栃木市副市長、植原副会長、飯沼副会長 左から　小菅壬生町長、髙田副会長、佐藤常任理事、手塚理事

国債残高

10







13



14



15






